
ある日の「人権教室」 
人権擁護委員手づくりの絵本を手に 

笑顔いっぱいの子どもたちと人権擁護委員さん 

法務省だより 法務省大臣官房  
秘書課広報室 ■7月号目次 

［2面］“社会を明るくする運動” 
［3面］今、「法教育」が旬です! 
［4面］守られていますか？あなたの人権。 
　　　人権擁護委員はあなたの街の身近な相談パートナーです 
 

題名「裁判員制度～もしもあなたが選ばれたら～」　　監督：中村雅俊 
出演：西村雅彦、中村雅俊、加藤夏希、野沢太三（前法務大臣）など　　時間：約60分 
 
 

●法務省の詳しい情報は下記のホームページをご覧ください。 

　
法
務
省
で
は
、
こ
の
度
、
裁

判
員
制
度
広
報
ビ
デ
オ
を
製
作
し
ま

し
た
。
 

　
こ
の
ビ
デ
オ
は
、
ド
ラ
マ
仕
立
て

で
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
、
裁
判
員
に

選
ば
れ
た
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す

る
の
か
、
な
ぜ
裁
判
員
と
し
て
司
法

に
参
加
す
る
の
か
と
い
っ
た
、
裁
判

員
制
度
の
内
容
、
意
義
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
 

　
物
語
は
、
西
村
雅

彦
さ
ん
扮
す
る
ど
こ
に
で
も
い
る
平

凡
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
小
林
靖
雄
）

に
裁
判
員
の
候
補
者
に
選
ば
れ
た
と

い
う
通
知
が
届
い
た
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
仕
方
な
く
裁
判
所
を
訪

れ
た
靖
雄
で
す
が
、
仕
事
の
多
忙
な

ど
を
理
由
に
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
こ

と
を
断
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
中
村
雅
俊
さ
ん
が
演
じ

る
裁
判
長
が
担
当
す
る
殺
人

未
遂
事
件
の
裁
判
の
裁
判
員

と
し
て
選
ば
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
当
初
は
、
靖
雄
を
含
む
６
人
の
裁

判
員
は
消
極
的
な
姿
勢
で
し
た
が
、

裁
判
長
の
「
同
じ
社
会
に
生
き
る
人

間
と
し
て
、
問
題
を
共
有
し
て
考
え

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
ん
で
す
」
と

い
う
一
言
か
ら
、
裁
判
員
と
し
て
の

意
義
を
感
じ
始
め
ま
す
。
 

　
こ
の
ビ
デ
オ
は
、
２０
才
以
上
の
国

民
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
裁
判
員
制

度
と
い
う
全
く
新
し
い
制
度
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
国

民
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
、
最
寄
り
の
検
察
庁
で
貸
し
出
し

を
行
う
ほ
か
、
地
方
自
治
体
や
図
書

館
な
ど
へ
の
配
布
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
デ
オ
を
見
て
少
し
で
も
多
く

の
方
々
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
　
 

  

 

法
務
省
に 

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
オ
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プ
ン
！ 

  

法
務
省
に 

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
！ 

 

〜
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
南
野
法
務
大
臣
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
〜 

 

　
法
務
省
で
は
、
5
月
、

赤
レ
ン
ガ
棟
の
3
階
に

あ
る
「
法
務
史
料
展
示

室
」
の
一
部
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。 

　
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
は
、
国
民
の
皆
さ

ん
に
、
司
法
制
度
、
法
務

行
政
等
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、法
務

省
の
重
要
な
広
報
テ
ー

マ
に
つ
い
て
展
示
し
て
い

ま
す
。 

　
今
回
の
展
示
の
テ
ー
マ

は
、
全
国
ど
こ
で
も
、
必

要
な
法
律
サ
ー
ビ
ス
や

情
報
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と

い
う
「
総
合
法
律
支
援
制
度
」
と
、
重

大
な
刑
事
事
件
の
裁
判
に
、国
民
が
直

接
参
加
す
る
「
裁
判
員
制
度
」
で
す
。 

　
パ
ネ
ル
等
の
展
示
や
大
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
よ
る
ビ
デ
オ
の
ほ
か
、タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
に
よ
る
ク
イ
ズ
形
式
で
、楽
し

み
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、修
学
旅
行
で
訪

れ
た
中
学
生
等
多
く
の
皆
さ
ん
に
好

評
で
す
。 

　
5
月
16
日
（
月
）に
行
わ
れ
た
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、南
野

法
務
大
臣
を
は
じ
め
、

甲
斐
中
最
高
裁
判
所

判
事
、
梶
谷
日
本
弁

護
士
連
合
会
会
長
、

松
尾
検
事
総
長
、
そ

し
て
若
い
世
代
の
代

表
と
し
て
中
学
生
を
ま
じ
え
て
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
引
き
続
き
、裁
判
員
制
度
広

報
用
ビ
デ
オ
「
裁
判
員
制
度
│
も
し
も

あ
な
た
が
選
ば
れ
た
ら
│
」
の
試
写
会

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ビ
デ
オ
も

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
法
務
史
料
展
示
室
」
と
「
メ
ッ
セ
ー
ジ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま

す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

　裁判員制度は、国民の皆さんが、裁判員と

して、殺人や強盗致傷など、国民の関心が高

い重大な刑事事件の裁判に参加し、裁判官と

一緒に、有罪・無罪や刑の内容を決める制度

で、平成21年5月までにスタートします。 

　裁判員制度が導入されることで、刑事裁判

の場に、法律の専門家でない国民の感覚が

反映されることになります。その結果、これま

で以上に司法が国民の中にしっかりと根を張

り、誰からも信頼される存在になります。 

 
中村監督から演技指導を受ける加藤夏希さんと野沢太三前法務大臣 撮影現場の様子 

裁判員制度とは… 

国民の皆さんが裁判員として刑事裁判に参加する   
「裁判員制度」が、平成21年5月までの間にスタートします。 

今回は、「裁判員制度」広報ビデオについて紹介します。 
 

国民の皆さんが裁判員として刑事裁判に参加する   
「裁判員制度」が、平成21年5月までの間にスタートします。 

今回は、「裁判員制度」広報ビデオについて紹介します。 
 



“社会を明るくする運動” 
 

今、「法教育」が旬です！ 

裁判外紛争解決手続(ＡＤＲ)って 
何ですか？ 

ＡＤＲ法について 
教えてください 

？？今回の質問は？？ 

「ADR」 
 について 

ADR法は、正式には「裁判外紛争解決手続の利用の促進に
関する法律」といい、平成19年5月31日までに施行され
ます。この法律は、国民の方々が紛争の解決を図るのにふさ

わしい手続を選択することを容易にすることなどを目的とし、次
の2つの事柄を定めています。 
　第１に、ADR全般を対象として、自主性の尊重、紛争の実情に
即した迅速な解決等の基本理念、国民の理解の増進に努めるべき
国や地方公共団体の責務などについて定めています。 
　第2に、ADRのうち民間事業者が行う調停、あっせんなど（仲
裁は除かれます。）を対象とする認証制度について定めています。
この制度は、民間事業者が行う調停、あっせんなどの業務が一定
の基準を満たしていることを法務大臣が認証（確認）し、紛争を
抱えた方が認証を受けたADRを利用した場合に時効中断効などを
認めることとするものです。 
　この仕組みにより、ADRの選択の目安を提供するとともに、民
間ADRを使いやすいものとし、その利用を進めることを狙いとし
ています。 

エー　　　ディー　　アール 

裁判外紛争解決手続とは、調停、あっせん、仲裁などのよ
うな、裁判によらないで紛争を解決する手段又は手続のこ
とをいいます。一般に、英語（Alternative Dispute Re-

solution〔代替的紛争解決手段〕）の頭文字をとってADRと呼ば
れています。 
　ADRは、行政機関、弁護士会、民間団体などが行っています。
また、裁判所の民事調停や家事調停も
ADRの一つとして位置付けることが
できます。 
　ADRの特長として、様々な
専門家の知識経験を生かし、
紛争の実情に即した迅速な解
決を図ることができることな
どが挙げられます。 

 

「
法
教
育
」と
は
、 

こ
ん
な
教
育
で
す 

　
法
教
育
が
旬
…
と
言
わ
れ
て
も
、

そ
も
そ
も
「
法
教
育
」
っ
て
何
だ

ろ
う
？
と
思
わ
れ
た
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
法
教
育
と
は
、
法
律
専
門
家
で

は
な
い
一
般
の
人
々
が
、
法
や
司

法
制
度
、
こ
れ
ら
の
基
礎
に
な
っ

て
い
る
価
値
を
理
解
し
、
法
的
な

も
の
の
考
え
方
を
身
に
付
け
る
た

め
の
教
育
を
特
に
意
味
す
る
も
の

で
す
。 

　
法
や
司
法
の
役
割
が
一
段
と
大

き
く
な
っ
て
い
る
今
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
に
法
や
司
法
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
法
教

育
が
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。 

 

 

「
法
教
育
」
が 

本
に
な
り
ま
し
た 

　
法
務
省
で
は
、
平
成
15
年
７
月

に
法
教
育
研
究
会
を
発
足
さ
せ
て
、

我
が
国
に
お
け
る
法
教
育
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
「
我

が
国
に
お
け
る
法
教
育
の
普
及
・

発
展
を
目
指
し
て
│
新
た
な
時
代

の
自
由
か
つ
公
正
な
社
会
の
担
い

手
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
│
」
が
、

昨
年
11
月
４
日
に
法
務
省
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
報
告
書
は
、
法
務
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
皆
さ
ん
に
広
く
お
知
ら
せ
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が（http://w

w
w
. 

m
oj.go.jp/K

A
N
B
O
U
/H
O
U
K
Y

O
/houkoku.htm

l

）
、
皆
さ
ん
に

実
際
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
本
の
形
で
出
版
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
『
は
じ
め
て

の
法
教
育
』
で
す
。 

　
『
は
じ
め
て
の
法
教
育
』
と
し

て
出
版
さ
れ
た
こ
の
報
告
書
の
特

色
は
、
単
な
る

理
念
の
取
り
ま
と
め
に
終
わ
ら
ず
、

理
念
を
教
材
と
い
う
形
で
具
体
化

し
た
点
に
あ
り
ま
す
。
教
材
は
、「
ル

ー
ル
づ
く
り
」
、
「
私
法
と
消
費

者
保
護
」
、
「
憲
法
の
意
義
」
、
「
司

法
」
の
４
つ
で
す
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
中
学
３
年
生
を
対
象
と
し

て
お
り
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
い
て
実
施
で
き
る
よ
う
に

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
役
の
中

学
校
の
先
生
が
作
成
に
か
か
わ
っ

た
だ
け
あ
っ
て
、
い
ず
れ
の
教
材

も
生
徒
に
身
近
な
題
材
を
用
い
、

か
つ
体
験
的
な
作
業
を
通
じ
て
、

生
徒
に
法
や
司
法
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
是
非
一
度
、
『
は

じ
め
て
の
法
教
育
』

を
手
に
と
っ
て
御
覧

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

か
ら
の
御
意
見
・
御

感
想
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

 

法
教
育
推
進
協
議
会

が
発
足
し
ま
し
た 

　
そ
し
て
、
今
年
５
月
、

法
務
省
に
法
教
育
推
進
協

議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
推
進
協
議
会
で
は
、
主
と

し
て
３
つ
の
内
容
を
中
心
に
協
議

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
ず
、
『
は
じ
め
て
の
法
教
育
』

に
登
載
さ
れ
て
い
る
４
つ
の
教
材

を
用
い
た
教
育
を
、
い
く
つ
か
の

中
学
校
で
実
際
に
実
践
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
教

材
の
主
題
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て

さ
ら
に
検
討
を
深
め
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
学
校
の
先
生
方
に
法
教

育
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
千

葉
大
学
教
育
学
部
の
御
協
力
を
得
て
、

学
校
の
先
生
の
研
修
な
ど
に
法
教

育
を
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
の
方

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
平
成
21
年
５
月
ま
で

に
裁
判
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
を
受
け
て
、
裁
判
員
制
度
を
題

材
と
し
た
法
教
育
教
材
の
作
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
『
は

じ
め
て
の
法
教
育
』
に
登
載
さ
れ

て
い
る
教
材
と
同
様
、
学
校
の
先

生
方
に
使
っ
て
い
た
だ
き
や
す
い

よ
う
な
工
夫
を
盛
り
込
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
協
議
会
の
模
様
は
、
法
務
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
実
際
に
授
業
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
協
力
校
も
随
時
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
御
応
募
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 

（
お
問
い
合
わ
せ
先
） 

法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
司
法
法
制

課
管
轄
係 
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メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　housei06@

m
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今
、
今
、「
法
教
育

法
教
育
」が
　
　
で
す

が
　
　
で
す
！ 

今
、
今
、「
法
教
育

法
教
育
」が
　
　
で
す

が
　
　
で
す
！ 

今
、「
法
教
育
」が
　
　
で
す
！ 

「
は
じ
め
て
の
法
教
育
」 

法教育推進協議会（第1回） 

 7月は 
“社会を明るくする運動” 
 の強調月間です。 
 

 

1　広報ビデオ「Walk Together!」 
　罪をつぐない、立ち直りたいと決意した一人の少年。自分が傷つけた

相手に謝りに行きますが、会うことを断られ，以前の友人からもいじめ

を受けて苦しみます。そんな彼を支え導く周囲の人々。人は、一緒に歩

いてくれる人がいてこそ更生への長く苦しい道を歩いていけるのです。

罪を犯した少年が厳しい現実に直面しながらも立ち直ろうとするとき、

私たちはどうすればよいのか考えてみてください。 

　視聴を希望される方は、各都道府県の保護観察所か又は保護局更生保

護振興課（03-3580- 4111（代））まで。　 

 
2　作文を募集しています。 
　作文を書くことを通じて、次代を担う小・中学生の皆さんに“社会を

明るくする運動”への理解を深めてもらうことを目的に、「作文コンテ

スト」を行っています。毎日の家庭や学校などで体験したことから、犯

罪や非行について考えたり、感じたりしたことを作文に書いて応募して

みませんか？ 

　応募締め切り　平成17年9月上旬頃（都道府県ごとに異なる） 
　応募先　各都道府県の“社会を明るくする運動”実施委員会まで 

"社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
"っ
て
？ 

　
"社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
"は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち

直
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

作
っ
て
い
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。 

 

５５
回
目
を
迎
え
ま
し
た
！ 

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
貧
し
さ
な

ど
か
ら
非
行
に
走
る
子
供
た
ち
に
心

を
痛
め
た
東
京
・
銀
座
商
店
街
の
人
々

が
、
子
供
た
ち
を
救
う
た
め
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン｢

銀
座
フ
ェ
ア
ー｣

を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

法
務
省
主
唱
の
"社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
"が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
歴
史
あ
る
本
運
動
も
、
本

年
で
55
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
全
国
で
盛
大

に
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。 

 

地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非

行
防
止
と
更
生
の
援
助 

　
近
年
の
少
年
非
行
の
凶
悪
化
、
低

年
齢
化
な
ど
の
背
景
に
は
、
家
庭
の

絆
や
地
域
の
結
び
付
き
が
弱
ま
る
な

ど
の
社
会
の
変
化
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
運
動
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
少
年
非
行
を
防
ぎ
、

ぎ
、
そ
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
た

め
に
、
家
庭
や
地
域
の
連
帯
を
取
り

戻
し
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
互
い
に

支
え
あ
え
る
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
幅
広
い
活
動
に
重

点
を
置
い
て
行
い
ま
す
。 

 

「
一
人
一
人
が
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
一
歩
。
」 

　
「
犯
罪
」
や
「
非
行
」
は
ど
う
し

て
起
こ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
か
？
ど

う
す
れ
ば
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
？ 

　
犯
罪
や
非
行
は
「
自
分
に
は
関
係

の
な
い
こ
と
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

作
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
ら
の
問
題

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え
、
地
域
、

学
校
や
家
庭
で
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
で
す
。 

　
私
た
ち
は
、
子
供
た
ち
が
「
い
き

い
き
」
と
育
っ
て
い
け
る
社
会
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
様
々
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
参
加
す
る
こ
と
も
「
で

き
る
こ
と
」
の
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
も
、

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
、
地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
活
動
に
顔
を
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

 

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？ 

　
全
国
各
地
で
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
中
央
実
施
委
員
会
主
催
の

中
央
行
事
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

■
更
生
保
護
の
日
・
街
頭
広
報
活
動 

（
７
月
１
日
） 

場
所
　
東
京
・
銀
座（
数
寄
屋
橋
公
園
） 

　
"社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
"
発
祥

の
地
で
、
法
務
省
幹
部
も
参
加
し
て

街
頭
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

■
青
少
年
健
全
育
成
大
会
ｉ
ｎ
六
本
木 

（
７
月
２
日
） 

場
所
　
東
京
・
六
本
木
ヒ
ル
ズ
・
ア

リ
ー
ナ 

　
歌
手
の
上
原
多
香
子
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
、
陸
上
自
衛
隊
第
一
音
楽
隊

や
子
供
た
ち
に
よ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、

パ
レ
ー
ド
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

 

■
親
子
ふ
れ
あ
い
将
棋
ひ
ろ
ば 

（
７
月
３
日
） 

場
所
　
東
京
・
更
生
保
護
会
館 

　
日
本
将
棋
連
盟
の
協
力
の
下
、
小

学
生
を
対
象
と
し
た
将
棋
大
会
が
行

わ
れ
、
プ
ロ
の
棋
士
に
よ
る
指
導
対

局
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

■
"
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
"
協

賛
「
有
芽
の
会
」（
７
月
13
日
〜
18
日
） 

場
所
　
東
京
・
池
袋
西
武
（
本
館
６

階
　
西
武
ア
ー
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
） 

　
東
京
芸
術
大
学
の
若
手
画
家
の
約

40
作
品
に
よ
る
展
示
会
で
す
。
開
催

初
日
は
法
務
大
臣
賞
な
ど
各
賞
の
授

賞
式
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

■
匠
に
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
i
n
東

京
藝
術
大
学
V
o
l.
3（
８
月
６
日
） 

場
所
　
東
京
・
東
京
芸
術
大
学 

　
台
東
区
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

を
対
象
に
、
東
京
芸
術
大
学
副
学
長･

宮
田
亮
平
教
授
を
始
め
と
す
る
鍛
金

研
究
室
の
方
々
の
匠
の
技
に
触
れ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。 

  

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
 

近
藤
菜
緒
さ
ん
（
26
歳
）　 

入
国
警
備
官 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
 

人 
顔 

このコーナーでは、法務省の

仕事に携わる人たちを毎号一

人ずつ紹介していきます。 

今回ご紹介するのは、入国警

備官の近藤菜緒さんです。 

◆
入
国
警
備
官
の
職
務
内
容
に
つ
い
て 

入
国
警
備
官
と
は
、
不
法
入
国

者
を
始
め
と
す
る
入
管
法
違
反

外
国
人
を
摘
発
、
収
容
し
、
国

外
へ
速
や
か
に
退
去
さ
せ
る
、

い
わ
ゆ
る
入
管
Ｇ
メ
ン
と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
で
、
全
国
に

1
2
6
6
人（
17
年
4
月
現
在
）

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

近
年
は
、
不
法
滞
在
外
国
人
に
よ
る
様
々
な
事
件

が
発
生
し
て
お
り
、
国
民
の
治
安
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
入
国
警
備
官
に
寄

せ
ら
れ
る
期
待
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

◆
入
国
警
備
官
に
な
っ
た
き
っ
か
け
・
理
由 

色
々
な
国
の
人
と
接
す
る
機
会
の
あ
る
仕
事
が
し

た
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
国
際
化
に

は
必
要
不
可
欠
な
仕
事
で
あ
り
、
や
り
が
い
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
仕
事
だ
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。 

 

◆
入
国
警
備
官
の
や
り
が
い 

一
般
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
な
ど
に
基
い
て

調
査
し
、
摘
発
に
結
び
つ
い
た
と
き
に
は
達
成
感

が
あ
り
、
礼
状
や
激
励
の
手
紙
を
受
け
た
と
き
、

自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
が
世
の
中
の
役
に
立

っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。 

 

◆
国
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ 

法
違
反
外
国
人
の
増
加
に
伴
っ
て
入
管
の
認
知
度

は
か
な
り
上
が
り
ま
し
た
が
、
国
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
が
な
く
て
は
成
り
立
た
な
い
面
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

し
ま
す
。 

 

◆
仕
事
を
す
る
中
で
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
苦

労
し
た
こ
と 

法
違
反
外
国
人
の
違
反
調
査
を
行
う
と
き
、
反
抗

的
な
態
度
に
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
な

だ
め
た
り
、
時
に
は
語
調
を
強
め
た
り
も
し
な
が

ら
落
ち
着
か
せ
、
法
違
反
は
悪
い
こ
と
で
あ
る
と

認
識
さ
せ
る
の
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

東
京
入
国
管
理
局 

 

 



法務省発、ちょっと耳よりな情報です。 

採用試験情報 

■平成17年度刑務官採用試験 

フェスティバル情報 

■平成17年度人権啓発フェスティバル 
　（愛知会場）開催 
概要：広く人権意識を普及高揚するため、講演会、

啓発資料展やシンポジウムの開催に合わ

せて、コンサート、映画上映会、物産展等

が総合的に行われます。 

日時：平成17年7月23日（土）、24日（日） 

場所：愛知芸術文化センター 

主催：法務省、文化科学省、愛知県、名古屋市、 

　　 （財）人権教育啓発推進センター　ほか 

詳細は、（財）人権教育啓発推進センターホー

ムページ　http://www.jinken.or.jp 
 
実施済み情報 

■栃木県にてタウンミーティング宇都宮
　が開催されました。 

　４月17日（日）に栃木県教育会館にて『タウン

ミーティングイン宇都宮』が開催され、プレ企画

として宇都宮地検大野検事正による司法制度

改革についての講演がありました。 

 
 

期　日 概　要 

受付期間 

第1次試験 

第1次試験 
合格者発表 

第2次試験 

最終合格者発表 

平成17年7月19日（火）～ 
平成17年8月2日（火） 

平成17年9月18日（日） 

平成17年10月7日（金） 

平成17年10月14日（金）・ 
平成17年10月15日（土） 

平成17年11月10日（木） 

（受付） 
法務省各矯正管区、沖縄刑務所 

（試験地） 
全国52試験地 

（試験内容） 
教養試験（多枝選択式） 
作文試験 

（発表掲示場所） 
人事院各地方事務局、人事院沖縄事務所 
法務省各矯正管区、沖縄刑務所 
第1次試験を実施した試験地の刑務所等 

（発表掲示場所） 
人事院各地方事務局、人事院沖縄事務所 
法務省各矯正管区、沖縄刑務所 
第2次試験を実施した試験地の刑務所等 

（試験地） 
刑務Ａ  全国50試験地 
刑務Ｂ  全国9試験地 

（試験内容） 
人物試験、身体検査 
身体測定、体力検査 

 

■平成17年度入国警備官採用試験 

期　日 概　要 

受付期間 

第1次試験 

第2次試験 

最終合格者発表 

平成17年7月19日（火） 
～平成17年8月2日（火） 

平成17年9月25日（日） 

平成17年10月12日（水） 

平成17年10月19日（水）・ 
平成17年10月20日（木） 

平成17年11月10日（木） 

（受付） 
法務省各地方入国管理局 
福岡入国管理局鹿児島出張所 
福岡入国管理局那覇支局 

（試験地） 
全国10試験地 

（試験内容） 
教養試験（多枝選択式） 
作文試験 

（発表掲示場所） 
人事院事務総局 
人事院各地方事務局、人事院沖縄事務所 
法務省各地方入国管理局 
福岡入国管理局鹿児島出張所 
福岡入国管理局那覇支局 

（発表掲示場所） 
人事院事務総局、人事院各地方事務局 
人事院沖縄事務所、法務省各地方入国管理局 
福岡入国管理局鹿児島出張所 
福岡入国管理局那覇支局 

（試験地） 
全国9試験地 

（試験内容） 
人物試験、身体検査、身体測定、体力検査 

第1次試験 
合格者発表 

QQQ

Q

Q

Q

Q

守られていますか？あなたの人権。 
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法務省人権擁護局　全国人権擁護委員連合会 

ある日の「人権教室」 
人権擁護委員手づくりの絵本を手に 

笑顔いっぱいの子どもたちと人権擁護委員さん 

ある日の「人権教室」 
人権擁護委員手づくりの絵本を手に 

笑顔いっぱいの子どもたちと人権擁護委員さん 

 人
権
擁
護
委
員
制
度
っ
て

い
つ
で
き
た
の
？
 

Ａ
　
法
務
省
に
人
権
擁
護
局
が

設
置
さ
れ
た
昭
和
23
年
に
、
弁

護
士
や
人
権
擁
護
に
理
解
の
あ

る
有
識
者
な
ど
約
1
5
0
人
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
理

由
は
、
「
基
本
的
人
権
」
は
、

国
民
一
人
ひ
と
り
の
努
力
や
民

間
人
の
協
力
の
も
と
に
官
民
一

体
と
な
っ
て
守
り
広
め
て
い
く

こ
と
が
好
ま
し
い
か
ら
で
す
。
 

 な
ぜ
、
6
月
1
日
が「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」な
の
？
 

Ａ
　
そ
の
後
、
昭
和
24
年
6

月
1
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
の

日
を
記
念
し
て
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
全
国
的
な

人
権
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
 

 人
権
擁
護
委
員
は
、
全
国

に
何
人
い
る
の
？
　
 

Ａ
　
全
国
す
べ
て
の
市
町
村
で
、

約
1
4
、
0
0
0
人
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
 

ど
ん
な
人
た
ち
が
人

権
擁
護
委
員
に
な
っ

て
い
る
の
？
 

Ａ
　
人
権
問
題
に
理
解
や

熱
意
の
あ
る
人
た
ち
が
、

市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け

て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
て
い
ま
す
。
弁
護
士
、

教
育
者
、

婦
人
会
役
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
や
経
歴
を
持
つ
人
た
ち
が
い

ま
す
。
 

 

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い

る
の
？
 

Ａ
　
人
権
に
関
す
る
相
談
を

受
け
た
り
、
学
校
や
公
民
館
で

人
権
教
室
を
開
い
て
命
や

思
い
や
り
の
心
の
大
切
さ

を
訴
え
か
け
る
た
め
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
人
権
の
花
運
動
」
、

中
学
生
を
対
象
と
し

た
「
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
」
は
、
ど
ち
ら
も
約
25
年
間

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
虐
待

な
ど
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
事
案
に
つ

い
て
、
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 

「
人
権
に
関
す
る
相
談
」
っ
て
、

例
え
ば
ど
ん
な
相
談
に
の
っ
て

く
れ
る
の
？
 

Ａ
　
夫
か
ら
の
暴
力
や
離
婚
問
題
な

ど
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
騒
音
な
ど

近
隣
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
子
ど
も
の
い

じ
め
な
ど
、
身

近
な
困
り
ご
と

の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
こ

れ
は
人
権
問
題

か
な
と
思
っ
た
り
、

ど
こ
に
相
談
し

て
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
と
き
は
、

ひ
と
り
で
悩
ま

な
い
で
、
ま
ず

は
人
権
擁
護
委

員
に
気
軽
に
相

談
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

 
今
年
の「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

は
、ど
ん
な
こ
と
を
し
た
の
？
 

Ａ
　
6
月
1
日
を
中
心
に
全
国
各
地

約
2
、
7
0
0
か
所
で
「
全
国
一
斉

特
設
人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応

じ
ま
し
た
。
 

　
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
「
こ

れ
か
ら
も
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
る

活
動
を
地
道
に
続
け
て
い
き
た
い
。

大
い
に
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
活
用

し
て
ほ
し
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

                   

人権啓発冊子「種をまこう」 
全国人権擁護委員連合会企画・製作 
 

▲
 

啓発活動重点目標・ 
人権擁護委員制度周知ポスター（17年度） 

『全国一斉「人権擁護委員の日」特設人権相談所』 
  開設ポスター 
 

　毎年6月1日は、「人権擁護委員の日」です。 
　今年も、この日を中心に、全国の人権擁護委員
があなたの街で人権啓発活動に取り組みました。 
　今回は、法務省の人権イメージキャラクター「人
ＫＥＮまもる君と人KENあゆみちゃん」が、全国の
市町村で民間の立場から人権擁護活動を行って
いる人権擁護委員についてご紹介します。 
 

このような相談がありました 
『全国一斉「人権擁護委員の日」特設人権相談所』開設結果 

（6月1日開設分） 

その他 
1,920件 

学校における 
いじめなど 
40件 

 強制・強要  
（セクハラなど） 

303件 

 住居・   
生活の安全   
（騒音など）  

1,945件  

差別待遇 76件 
プライバシー関係 113件 暴行・虐待（ＤＶなど） 144件 

合計 

 4,541件 

国民の皆さんが裁判員として刑事裁判に参加する   
「裁判員制度」が、平成21年5月までの間にスタートします。 

今回は、「裁判員制度」広報ビデオについて紹介します。 
 


